
 

 
 

令和8 年7 月28 日 

           大阪府信用農業協同組合連合会 

 

 

 

 

当会と大阪府立環境農林水産総合研究所は、主に大阪府域の農業者、ＪＡ、事業者に貢献する技術開発、技術教育等を支

援することにより、将来的に地域産業の発展に寄与することを目的に研究支援基本協定を締結しております。 

本協定に基づき、当会は「研究支援事業」として大阪府立環境農林水産総合研究所の研究員が行う研究に対し、研究費の

支援を行っております。 

今般、令和８年度の研究支援事業において、以下の３つの研究に対する支援を決定いたしました。 

引き続き、研究への連携強化や研究成果に関する情報発信等に取り組み、大阪都市農業のさらなる発展及び豊かな地域

社会の実現を目指してまいります。 

＜支援対象研究＞ 

 

研究者名 大石 真美 

所属・役職 食と農の研究部 園芸・葡萄グループ 主任研究員 

研究テーマ 

サクラ花色濃淡調整技術の開発 

（内容） 

本研究は、サクラ「啓翁桜」について、産地で課題となっている出荷開始初期の着色不良を解決す

るため、サクラ切り枝の着色調整技術を実証・評価するものです。 

支援開始時期 令和６年度 

 

研究者名 田所 晃汰 

所属・役職 食と農の研究部 園芸・葡萄グループ 研究員 

研究テーマ 

ブドウ‘シャインマスカット’早期出荷のための糖度上昇技術の確立 

（内容） 

本研究は、‘シャインマスカット’の糖度上昇技術である環状はく皮処理やナイフ傷処理について、

これらの技術を改良して、早期出荷を目指すものです。 

支援開始時期 令和６年度 

 

研究者名 末廣 優加 

所属・役職 食と農の研究部 園芸・葡萄グループ 主任研究員 

研究テーマ 

大阪オリジナル醸造用ぶどう品種「大阪R N-1」の栽培特性解明と果実品質・収穫適期指標の

確立 

（内容） 

本研究は、大阪オリジナル醸造用品種「ORN1」について、仕立て等の栽培条件が果実品質・

醸造特性にどのように影響を及ぼすのか明らかにし、着色など外観に依存しない収穫適期

判定指標の確立を目指すものです。 

支援開始時期 令和８年度 

大阪府立環境農林水産総合研究所との研究支援事業における 

令和８年度の支援対象研究が決定しました 

 


